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こちら危機管理課お天気相談所

※気象防災アドバイザーとは「地元の気象に精通し、地方公共団体の防災
対応を支援することができる人材」として国土交通大臣が委嘱した方です。

気象防災アドバイザー



令和７年２月１０日
危機管理課発行

問い合わせ先 危機管理課計画係 電話３９９３

 雪の色が白く見えるのは、光の乱反射によるものです。一つひとつの雪の結晶は透明ですが、細かい結晶が

折り重なることで光が乱反射し、いろいろな波長の光が重なって白く見えるようになります。 

 雨と雪が混じったものを“みぞれ”と呼ばれています。上空から雪が降ってくる途中、地上近くの気温が高

いと雪がとけて雨になりますが、一部が溶けずに雪のまま落ちてくると、“みぞれ”になります。観測上、み

ぞれは雪と同様に扱われ、初雪や終雪の日に含まれます。 

大雪のおそれがあるときには、大雪注意報や大雪警報が発表されます。葛飾区と雪の多い新潟市では、次と

おり発表の基準には差があります。 

 

 大雪注意報 大雪警報 

葛飾区 12時間の降雪が５ｃｍ以上 12時間の降雪が10ｃｍ以上 

新潟市 ６時間の降雪が15ｃｍ以上 ６時間の降雪が30ｃｍ以上 

 

 注意報は災害の発生するおそれがあるとき、警報は重大な災害の発生するおそれがあるときに発表されま

すが、地域によって基準は大きく異なります。この表から、葛飾区では比較的少ない降雪でも注意報や警報が

発表されることから、新潟市に比べ地域社会が雪に対して如何に脆弱であることがわかります。今年もまだ

雪が降るかも知れません。事前の準備をして、安全に過ごしましょう。 

僅かな積雪であっても、歩行中の転倒には十分な注意が必要です。車の運転では、適切な装備が不可欠で

す。ノーマルタイヤでの走行は危険であり、スリップ事故の原因にもなります。立ち往生や渋滞を引き起こす

こともありますので、雪が降ったときにはスタッドレスタイヤやチェーンを装着するなどと共に、適切な判

断・行動も心掛けていただければと思います。 


